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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の手順を含む、ルータのパケット伝送方法：
ルータがパケットを受信し、該パケットは宛先アドレスを含む；
前記ルータのネットワークアドレス変換表に、前記宛先アドレスに対応する経路情報を記
録されているか否かを検査する；
検査結果が否定であった場合、前記ルータの経路表から前記宛先アドレスに対応する経路
情報を選出し、前記パケットを伝送する；及び
検査結果が肯定であった場合、前記ネットワークアドレス変換表が探し出した経路情報に
基づき、前記パケットを伝送する。
【請求項２】
　別に、前記経路表が選出した経路情報の保存アドレスを前記ネットワークアドレス変換
表内に記録するという手順を含む、請求項１に記載のルータのパケット伝送方法。
【請求項３】
　前記ネットワークアドレス変換表は、前記経路情報の保存アドレスを指標方式で記録す
る、請求項２に記載のルータのパケット伝送方法。
【請求項４】
　別に、前記パケットのヘッダ検査値を再計算後、該パケットを伝送するという手順を含
む、請求項１に記載のルータのパケット伝送方法。
【請求項５】
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　経路表と、ネットワークアドレス変換表を含み、該ネットワークアドレス変換表が以下
を含む、ルータ：
前記ルータが受信したパケットを広域ネットワークへルーティングする経路情報の保存ア
ドレスを記録するためのエリアネットワーク間ルーティングフィールド；
前記ルータが受信したパケットをローカルエリアネットワークへルーティングする経路情
報の保存アドレスを記録するためのエリアネットワーク内ルーティングフィールド；及び
前記ネットワークアドレス変換表が、該パケットの宛先アドレスに対応する経路情報の保
存アドレスを保存しているか否かを記録するためのルーティングフラグフィールド。
【請求項６】
　前記エリアネットワーク内ルーティングフィールドと、前記エリアネットワーク間ルー
ティングフィールドが、指標方式で該経路情報の保存アドレスを記録する、請求項５に記
載のルータ。
【請求項７】
　前記パケットが、ローカルエリアネットワークから広域ネットワークへ伝送され、且つ
前記経路表から選出された経路情報の保存アドレスが、前記エリアネットワーク間ルーテ
ィングフィールドに記録される、請求項５に記載のルータ。
【請求項８】
　前記パケットが、広域ネットワークからローカルエリアネットワークへ伝送され、且つ
前記経路表から選出された経路情報の保存アドレスが、前記エリアネットワーク内ルーテ
ィングフィールドに記録される、請求項５に記載のルータ。
【請求項９】
　前記ネットワークアドレス変換表が、別に以下を含む、請求項７に記載のルータ：
ネットワーク内ホストのプライベートアドレスを記録するための送信元アドレスフィール
ド；
宛先ホストのプライベートアドレスを記録するための宛先アドレスフィールド；及び
該ルータのパブリックアドレスを記録するためのパブリックアドレスフィールド。
【請求項１０】
　前記ネットワークアドレス変換表が、別に以下を含む、請求項９に記載のルータ：
ネットワーク内ホストのポート番号を記録するための送信元ポート番号フィールド；
宛先ホストのポート番号を記録するための宛先ポート番号フィールド；及び
該ルータのパブリックポート番号を記録するためのパブリックポート番号フィールド。
【請求項１１】
　前記ネットワークアドレス変換表が、さらに、パケット伝送のプロトコル種別を記録す
るためプロトコル種別フィールドを含む、請求項１０に記載のルータ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ルータとそのパケット伝送の方法に係り、特に二種類の伝送模式を備えたルー
タとそのパケット伝送の方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＴＣＰ／ＩＰプロトコルは、すでに今日のネットワーク技術において広く応用され、イン
ターネットのネットワーク装置（ホスト、サーバ等）に接続して、データグラムを必要な
システムに送信することを可能にする。図１に従来のインターネット１０の模式図を示す
。図１に示すように、インターネット１０は、ルータ１８、２８、３８により相互に接続
したＬＡＮ（ローカル・エリア・ネットワーク）１２、２２、３２及びＷＡＮ（広域通信
網）３０を含む。ホスト１４と１６は、エリアネットワーク４０内に位置し、ホスト３４
と３６は、別のエリアネットワーク内に位置する。
【０００３】
前記ルータ１８、２８、３８は、経路表（Ｒｏｕｔｉｎｇ　Ｔａｂｌｅ）を内設し、到達
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可能なＬＡＮの経路情報を記録する。図２に経路表１００の模式図を示す。前記経路表１
００は、宛先アドレスフィールド１０２、マスクアドレスフィールド１０４、ゲートウェ
イアドレスフィールド１０６、ＭＡＣアドレスフィールド１０８、インターフェースアド
レスフィールド１１０を含む。ルータがパケットを受信すると、まず該パケットに記録さ
れた宛先アドレスが直接該ルータに接続されているかを照合する。接続されている場合、
前記ルータは、該パケットを前記宛先アドレスのホストへ直接送信することができる。接
続されていない場合、前記ルータは、内設の経路表からマッチするネットワーク接続情報
を選出し、該パケットを宛先アドレスに到達可能な次のルータへ転送する。
【０００４】
図３にインターネットのパケット形式の模式図を示す。図３に示すように、ＬＡＮ１２に
接続されたホスト１４（送信元ホスト）が、ＬＡＮ３２に接続されたホスト３４（送り先
ホスト）へデータグラム（Ｄａｔａｇｒａｍ）を送信するとき、前記ホスト１４が前記ホ
スト３４のアドレスを前記データグラムのヘッダの宛先アドレスフィールドに記録し、該
データグラムを一つのパケット（Ｐａｃｋｅｔ）として、ルータ１８へ送信する。
【０００５】
前記ルータ１８が前記パケットを受取ると、まず該パケットのヘッダから該パケットの宛
先アドレスを読み取り、該パケットの宛先アドレスに基づき、前記経路表１００の中から
、該宛先のホストへルーティングが可能である次のルータ２８を選出し、前記パケットを
該ルータ２８へ送信する。パケット送信の過程において、前記パケットを受取るルータは
、送り先ホスト３４が接続されたＬＡＮ３２に該パケットが伝送されるまで、この工程を
繰り返す。前記ＬＡＮ３２に接続されたルータ３８は、前記パケットを直接送り先ホスト
３４へ送信する。
【０００６】
ＮＡＴ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｄｄｒｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ）技術は、インター
ネットアドレス不足のソリューションの一つであり、ネットワーク内部でプライベートア
ドレス（Ｐｒｉｖａｔｅ　Ａｄｄｒｅｓｓ）を使用し、外部のＷＡＮに接続する必要があ
るときに、内部のプライベートアドレスをパブリックアドレス（Ｐｕｂｌｉｃ　Ａｄｄｒ
ｅｓｓ）に転換する。同時間にＷＡＮに接続しているホスト数は、ＬＡＮ内部のホスト数
より少ないため、パブリックアドレスをＷＡＮに接続が必要なホストに動態的に分配し、
接続終了後回収することにより、インターネットアドレス不足の問題を解決する。
【０００７】
図４に従来のネットワークアドレス変換機能を備えたルータの動作フロー図を示す。図１
のネットワーク構造図を参照すると、ネットワークアドレス変換技術により、ホスト１４
がルータ１８を経由し、データグラムをホスト３４へ送信するとき、前記ホスト１４は、
プライベートアドレスをパケットの送信元アドレスフィールドに書き込み、前記ホスト３
４のアドレスをパケットの宛先アドレスフィールドに書き込む。前記ルータ１８が、前記
ホスト１４からのパケットを受取ると、まずパケットの宛先アドレスが、該ルータ１８の
エリアネットワーク内にあるかどうかを照合する。照合結果が肯定（ある）であった場合
は、前記パケットを外部へ送る必要はなく、前記ルータ１８は該パケットを破棄し、処理
を行わない。照合結果が否定（ない）であった場合は、前記ルータ１８は、前記経路表１
００の中から、宛先アドレスに到達可能な経路情報を選出し、前記パケット内に記録され
た送信元アドレスをパブリックアドレスに代え、図５に示すようなパケット構造とする。
前記ルータ１８は、該パケットのヘッダ検査値を再計算し、該パケットをＷＡＮ３０の次
のルータへ送る。該パケットが前記ルータ３８に送られ、該ルータ３８がさらにこのパケ
ットをホスト３４に送信するまで、この工程が繰り返される。
【０００８】
前述の動作フローにおいて、経路表からの必要な経路情報の選出が、ルータがＬＡＮから
パケットを受取り、ＷＡＮへパケットを送り出すまでの工程において、最も時間がかかる
工程である。さらに、内部ネットワークからインターネットへ送られる各パケットについ
て、すべて前述の動作フローを行う必要がある。このため、経路選択にかかる時間をいか
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に短縮するかが、ルータの作業効率を向上する重要な課題となる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、前記の問題に鑑みて、経路情報を含むネットワークアドレス変換表を使用する
ことにより、経路選択に時間をかける必要を回避し、ルータの作業効率を向上する、ルー
タとそのパケット伝送方法の提供を目的とするものである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明は、経路表とネットワークアドレス変換表を含むルータに用いる、ルータとそのパ
ケット伝送方法を提供する。まず、該ネットワークアドレス変換表に宛先アドレスに到達
可能な経路情報が保存されているかどうかを検出する。検出結果が否定（保存されていな
い）であった場合、該ルータは、前記経路表から該パケットの宛先アドレスに到達可能な
経路情報を選出し、該経路情報に基づき、該パケットを送信し、且つ該経路情報を該ネッ
トワークアドレス変換表内に保存する。検出結果が肯定（保存されている）であった場合
、前記ルータは、直接該ネットワークアドレス変換表の経路情報に基づき、該パケットを
次のルータへ送信する。うち、前記ネットワークアドレス変換表は、ＷＡＮへのルーティ
ングの経路情報を記録するエリアネットワーク間ルーティングフィールドと、ＬＡＮの経
路情報を記録するエリアネットワーク内ルーティングフィールド、及び前記ネットワーク
アドレス変換表が該パケットの宛先アドレスへ到達する経路情報を保存しているかどうか
を記録するルーティングフラグフィールドを含む。
【００１１】
本発明は、経路情報をネットワークアドレス変換表内に保存することにより、経路表から
経路情報を選出する必要がなく、直接前記ネットワークアドレス変換表の内容に基づき、
パケットを次の宛先に到達可能なルータに転送する。本発明は、時間のかかる経路情報選
択の過程を回避できるため、ルータの効率を大幅に向上することができ、発明者の実験に
よれば、約三倍に向上できることが確認されている。
【００１２】
本発明によるルータのパケット伝送方法は、ルータがパケットを受信し、該パケットは宛
先アドレスを含む；前記ルータのネットワークアドレス変換表に、前記宛先アドレスに対
応する経路情報を記録されているか否かを検査する；検査結果が否定であった場合、前記
ルータの経路表から前記宛先アドレスに対応する経路情報を選出し、前記パケットを伝送
する；及び検査結果が肯定であった場合、前記ネットワークアドレス変換表が探し出した
経路情報に基づき、前記パケットを伝送する、手順を含み、それにより上記目的が達成さ
れる。
【００１３】
別に、前記経路表が選出した経路上方の保存アドレスを前記ネットワークアドレス変換表
内に記録するという手順を含んでもよい。
【００１４】
前記ネットワークアドレス変換表は、前記経路情報の保存アドレスを指標方式で記録して
もよい。
【００１５】
別に、前記パケットのヘッダ検査値を再計算後、該パケットを伝送するという手順を含ん
でもよい。
【００１６】
本発明によるルータは、経路表と、ネットワークアドレス変換表を含み、該ネットワーク
アドレス変換表が、前記ルータが受信したパケットを広域ネットワークへルーティングす
る経路情報の保存アドレスを記録するためのエリアネットワーク間ルーティングフィール
ド；前記ルータが受信したパケットをローカルエリアネットワークへルーティングする経
路情報の保存アドレスを記録するためのエリアネットワーク内ルーティングフィールド；
及び前記ネットワークアドレス変換表が、該パケットの宛先アドレスに対応する経路情報
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の保存アドレスを保存しているか否かを記録するためのルーティングフラグフィールドを
含み、それにより上記目的が達成される。
【００１７】
前記エリアネットワーク内ルーティングフィールドと、前記エリアネットワーク間ルーテ
ィングフィールドが、指標方式で該経路情報の保存アドレスを記録してもよい。
【００１８】
前記パケットが、ローカルエリアネットワークから広域ネットワークへ伝送され、且つ前
記経路表から選出された経路情報の保存アドレスが、前記エリアネットワーク間ルーティ
ングフィールドに記録されてもよい。
【００１９】
前記パケットが、広域ネットワークからローカルエリアネットワークへ伝送され、且つ前
記経路表から選出された経路情報の保存アドレスが、前記エリアネットワーク内ルーティ
ングフィールドに記録されてもよい。
【００２０】
前記ネットワークアドレス変換表が、別に、ネットワーク内ホストのプライベートアドレ
スを記録するための送信元アドレスフィールド；宛先ホストのプライベートアドレスを記
録するための宛先アドレスフィールド；及び該ルータのパブリックアドレスを記録するた
めのパブリックアドレスフィールドを含んでもよい。
【００２１】
前記ネットワークアドレス変換表が、別に、ネットワーク内ホストのポート番号を記録す
るための送信元ポート番号フィールド；宛先ホストのポート番号を記録するための宛先ポ
ート番号フィールド；及び該ルータのパブリックポート番号を記録するためのパブリック
ポート番号フィールドを含んでもよい。
【００２２】
前記ネットワークアドレス変換表が、さらに、パケット伝送のプロトコル種別を記録する
ためプロトコル種別フィールドを含んでもよい。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明のルータとそのパケット伝送方法について、図に基づいて詳細に説明する。
【００２４】
図６に本発明のルータ８０の機能ダイアグラムを示す。図６に示すように、ルータ８０は
ＬＡＮポート８２、ＷＡＮポート８４、経路表メモリ８６、ネットワークアドレス変換表
メモリ８８、コントローラ９０を含む。前記コントローラ９０は、入力モジュール９１と
、ヘッダ検出モジュール９２、ルーティングモジュール９３、アドレス変換モジュール９
４、出力モジュール９５、高速ルーティングモジュール９６を含む。前記ルータ８０は、
ＬＡＮポート８２からパケットを受取ると、前記入力モジュール９１が、ネットワークア
ドレス変換表メモリ８８が高速ルーティング情報を保存していないかどうかを検出する。
保存している場合、パケットは前記高速ルーティングモジュール９６へ送られ、保存して
いない場合、パケットは前記ヘッダ検出モジュール９２へ送られる。
【００２５】
前記高速ルーティングモジュール９６は、パケットを受取ると、すぐに前記ネットワーク
アドレス変換表メモリ８８内に記録された経路情報とネットワークアドレス変換情報によ
り、該パケットのヘッダ内容を書き換えた後、前記出力モジュール９５と前記ＷＡＮポー
ト８４を経由し、該パケットをＷＡＮへ出力する。前記ヘッダ検出モジュール９２は、パ
ケットを受取ると、すぐに該パケットヘッダの宛先アドレスから、転送が必要なパケット
であるかどうか（そのＬＡＮ内にあるかどうか）を判断する。前記パケットが転送の必要
なパケットである場合、前記ルーティングモジュール９３がすぐに前記経路表メモリ８６
から次のルータを見つけ出し、前記アドレス変換モジュール９４が、ネットワークアドレ
ス変換表メモリ８８に基づき、該パケットの送信元アドレスを書き換えた後、再び前記出
力モジュール９５とＷＡＮポート８４を介して前記パケットをＷＡＮへ出力する。
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【００２６】
図７に本発明のネットワークアドレス変換表の主なフィールドを示す。うち、送信元アド
レスフィールド６１は、ネットワーク内部のホストのプライベートアドレスを記録するた
めに用い、宛先アドレスフィールド６２は、送り先ホストのプライベートアドレスを記録
するために用い、ルータアドレスフィールド６３は、該ルータのパブリックアドレスを記
録するために用いる。ルータがパケットを受取ると、すぐにパケットの送信元アドレスと
宛先アドレスからネットワークアドレス変換表内の送信元アドレスフィールド６１と宛先
アドレスフィールド６２との対応関係により、前記パケットの送信元アドレスを前記ルー
タアドレスフィールド６３の保存値に書き換えることができる。ネットワークアドレス変
換技術によれば、インターネット上のリモートホストは、ルータとデータ交換をしている
ととらえ、ＬＡＮ上の実際のホストの位置は関係がなくなる。
【００２７】
本発明のネットワークアドレス変換表は、ＮＡＰＴ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｄｄｒｅｓｓ－
Ｐｏｒｔ　Ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ）を行う変換データを含む。送信元ポート番号フィー
ルド６４は、ネットワーク内部のホストのポート番号を記録するために用い、宛先ポート
番号フィールド６５は、送り先ホストのポート番号を記録するために用い、パブリックポ
ート番号フィールド６６は、該ルータのパブリックポート番号を記録するために用い、プ
ロトコル種別フィールド６７は、パケット伝送のプロトコル種別（ＴＣＰやＵＤＰ等）を
記録するために用いる。ＮＡＰＴ技術は、パケットのアドレスを書き換えるだけでなく、
パケットのポート番号も書き換える。
【００２８】
ルーティングフラグフィールド６８は、送信元アドレスから宛先アドレスへ伝送するパケ
ットが、図８に示す第二経路５２で伝送できるかどうかを記録するために用いる。エリア
ネットワーク内ルーティングフィールド６９は、前記第二経路５２を経由し、ＬＡＮへパ
ケットを伝送する経路情報を記録するために用いる。エリアネットワーク間ルーティング
フィールド７０は、前記第二経路５２を経由し、ＷＡＮへパケットを伝送する経路情報を
記録するために用いる。前記エリアネットワーク内ルーティングフィールド６９と、エリ
アネットワーク間ルーティングフィールド７０のデータ形態を構造ポインタとし、経路情
報の保存アドレスを指し示す。本発明のネットワークアドレス変換表は、ネットワークア
ドレス変換表内に経路表と同等の経路データをもう一つ保存するのではなく、前記構造指
標によって、経路情報の保存アドレスを記録するため、ネットワークアドレス変換表の容
量を節約できるだけでなく、同時に二つの経路情報を維持する無駄を省くことができる。
【００２９】
図８に本発明をＴＣＰ／ＩＰ規約に符合するパケット伝送に応用した、パケットがＬＡＮ
からＷＡＮへ伝送される場合のフロー図を示す。図８に示すように、前記パケットを伝送
する経路は、第一経路５０と第二経路５２を含む。ルータが前記ＬＡＮから前記パケット
を受信するとき、まず内設のネットワークアドレス変換表を検査し、該パケットの宛先ア
ドレスへの経路情報を保存しているかどうかを検査する。保存している場合、前記パケッ
トは、前記第二経路５２へ送られ、保存していない場合は、前記第一経路５０へ送られる
。
【００３０】
前記パケットが、前記第一経路５０から送られる（該ルータが該送信元アドレスから該宛
先アドレスへのパケットを初めて転送する）必要がある場合、該ルータは、その内設の経
路表から該宛先アドレスへ到達可能な経路情報を選出する必要がある。前記ルータは、前
記経路情報を選出した後、構造ポインタの方法で、該経路情報を前記エリアネットワーク
間ルーティングフィールド７０に記録し、且つエコー経路情報を前記エリアネットワーク
内ルーティングフィールド６９に記録し、さらに前記ルーティングフラグフィールド６８
の保存値を１に設定する。その後、前記ルータは、前記ネットワークアドレス変換表のル
ータアドレスフィールド６３に記録されたアドレス（パブリックアドレス）で、該パケッ
ト内に記録された送信元アドレスを代替し、且つ、前記ルータポート番号フィールド６６
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に記録されたポート番号（パブリックポート番号）で、該パケット内に記録された送信元
ポート番号を代替する。最後に、前記ルータが、該パケットのヘッダ検査値を再計算し、
該パケットをＷＡＮへ出力する。
【００３１】
前記パケットが、前記第二経路５２で伝送可能である（即ち、該ルータがすでに該送信元
アドレスから該宛先アドレスへのパケットを転送したことがある）場合、該ルータは、そ
の内設のネットワークアドレス変換表の前記エリアネットワーク間ルーティングフィール
ド７０の構造ポインタに基づき、前記送信元アドレスから前記宛先アドレスへの経路情報
を直接読み取る。その後、該ルータは、前記ネットワークアドレス変換表のルータアドレ
スフィールド６３に記録されたアドレスで、前記パケット内に記録された送信元アドレス
を代替し、且つ、前記ルータポート番号フィールド６６に記録されたポート番号で、前記
パケット内に記録された送信元ポート番号を代替する。最後に、該ルータが、該パケット
のヘッダ検査値を再計算し、該経路情報に基づき、該パケットをＷＡＮへ出力する。
【００３２】
図９に本発明をＴＣＰ／ＩＰ規約に符合するパケット伝送に応用した、パケットがＷＡＮ
からＬＡＮへ伝送される場合の別のフロー図を示す。図９に示すように、前記パケットを
伝送する経路は、第一経路５４と第二経路５６を含む。ルータが前記ＷＡＮから前記パケ
ットを受取ると、まずその内設のネットワークアドレス変換表に、該パケットの宛先アド
レスへの経路情報が保存されていないかどうかを検査する。保存されている場合、前記パ
ケットは、前記第二経路５６で伝送され、保存されていない場合、前記第一経路５４で伝
送される。
【００３３】
前記パケットが、前記第一経路５４から送られる必要がある場合、該ルータは、まずネッ
トワークアドレス変換表の前記宛先アドレスフィールド６２に記録されたアドレスで、前
記パケット内に記録された宛先アドレスを代替し、且つ前記宛先ポート番号フィールド６
５に記録されたポート番号で、該パケット内に記録された宛先ポート番号を代替する。そ
の後、該ルータは、その内設の経路表から、該宛先アドレスへ到達可能な経路情報を選出
する必要がある。前記ルータは、前記経路情報を選出した後、構造ポインタの方法で、該
経路情報を前記エリアネットワーク内ルーティングフィールド６９に記録し、且つエコー
経路情報を前記エリアネットワーク間ルーティングフィールド７０に記録し、さらに前記
ルーティングフラグフィールド６８の保存値を１に設定する。最後に、前記ルータは、該
パケットのヘッダ検査値を再計算し、該パケットをＬＡＮへ出力する。
【００３４】
前記パケットが、前記第二経路５２で伝送可能である場合、該ルータは、まずネットワー
クアドレス変換表の前記宛先アドレスフィールド６２に記録されたアドレスで、前記パケ
ット内に記録された宛先アドレスを代替し、且つ、前記宛先ポート番号フィールド６５に
記録されたポート番号で、該パケット内に記録された宛先ポート番号を代替する。その後
、前記ルータは、その内設のネットワークアドレス変換表の前記エリアネットワーク内ル
ーティングフィールド６９の構造ポインタに基づき、前記送信元アドレスから前記宛先ア
ドレスへの経路情報を直接読み取る。最後に、該ルータが、該パケットのヘッダ検査値を
再計算し、該経路情報に基づき、該パケットをＬＡＮへ出力する。
【００３５】
本発明のルータは、経路表とネットワークアドレス変換表を含み、経路情報をネットワー
クアドレス変換表内に保存することにより、経路表から経路情報を選出する必要がなく、
直接前記ネットワークアドレス変換表の内容に基づき、パケットを次の宛先に到達可能な
ルータに転送する。まず、該ネットワークアドレス変換表に宛先アドレスに到達可能な経
路情報が保存されているかどうかを検出し、検出結果が否定の場合、該ルータは、前記経
路表から該パケットの宛先アドレスに到達可能な経路情報を選出し、該経路情報に基づき
、該パケットを送信し、且つ該経路情報を該ネットワークアドレス変換表内に保存し、ま
た、検出結果が肯定の場合、前記ルータは、直接該ネットワークアドレス変換表の経路情
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報に基づき、該パケットを次のルータへ送信する。
【００３６】
【発明の効果】
従来の技術に比べ、本発明によれば、経路情報をネットワークアドレス変換表内に保存す
ることにより、経路表から経路情報を選出する必要がなく、ネットワークアドレス変換表
の内容に基づき、パケットを直接次の宛先に到達可能なルータへ転送することができる。
本発明は、時間のかかる経路情報選択の過程を回避できるため、大幅にルータの効率を向
上することができ、発明者の実験によれば、ルータの効率を約三倍に向上することが可能
であることが分かっている。
【００３７】
以上、本発明の実施例を、図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成は、この実施例
に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等があっても、本発
明の特許請求の範囲に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来のインターネットの接続模式図である。
【図２】従来の経路表の模式図である。
【図３】従来のインターネットのパケット構成図である。
【図４】従来のネットワークアドレス変換機能を備えたルータの動作フロー図である。
【図５】図３のパケットのネットワークアドレス変換後の構成図である。
【図６】本発明のルータの機能を示すダイアグラムである。
【図７】本発明のネットワークアドレス変換表の主なフィールドである。
【図８】本発明をＴＣＰ／ＩＰ規約に符合するパケット伝送に応用した、パケットがＬＡ
ＮからＷＡＮへ伝送される場合のフロー図である。
【図９】本発明をＴＣＰ／ＩＰ規約に符合するパケット伝送に応用した、パケットがＷＡ
ＮからＬＡＮへ伝送される場合のフロー図である。
【符号の説明】
１０　　　　インターネット
１２　　　　ＬＡＮ
１４、１６　ホスト
１８　　　　ルータ
２２　　　　ＬＡＮ
２４、２６　ホスト
２８　　　　ルータ
３０　　　　ＷＡＮ
３２　　　　ＬＡＮ
３４、３６　ホスト
３８　　　　ルータ
４０、４２　エリアネットワーク
５０、５４　第一経路
５２、５６　第二経路
６１　　　　送信元アドレスフィールド
６２　　　　宛先アドレスフィールド
６３　　　　ルータアドレスフィールド
６４　　　　送信元ポート番号フィールド
６５　　　　宛先ポート番号フィールド
６６　　　　ルータポート番号フィールド
６７　　　　プロトコル種別フィールド
６８　　　　ルーティングフラグフィールド
６９　　　　エリアネットワーク内ルーティングフィールド
７０　　　　エリアネットワーク間ルーティングフィールド
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８０　　　　ルータ
８２　　　　ＬＡＮポート
８４　　　　ＷＡＮポート
８６　　　　経路表メモリ
８８　　　　ネットワークアドレス変換表メモリ
９０　　　　コントローラ
９１　　　　入力モジュール
９２　　　　ヘッダ検出モジュール
９３　　　　ルーティングモジュール
９４　　　　アドレス変換モジュール
９５　　　　出力モジュール
９６　　　　高速ルーティングモジュール
１００　　　経路表
１０２　　　宛先アドレスフィールド
１０４　　　マスクアドレスフィールド
１０６　　　ゲートウェイアドレスフィールド
１０８　　　ＭＡＣアドレスフィールド
１１０　　　インターフェースアドレスフィールド

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】



(12) JP 4281949 B2 2009.6.17

10

フロントページの続き

(72)発明者  クオ，　シー－ミン
            台湾，　シンチュウ，　シン－チュアン　ストリート，　レーン　２６６，　ナンバー２７，　４
            　フロア
(72)発明者  チュオ，　チン－シェン
            台湾，　シンチュウ，　チャン　チェン　ロード，　ナンバー３００，　７フロア－１

    審査官  藤井　浩

(56)参考文献  特開２００１－２９２１６３（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－２７０００４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04L  12/00 - 12/28
              H04L  12/44 - 12/66


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

